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誰
が
履
か
せ
た 

赤
い
靴
よ 

 

涙
知
ら
な
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乙
女
な
の
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履
い
た
夜
か
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切
な
く
芽
生
え
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恋
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こ
こ
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窓
の
月
さ
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嘆
き
を
誘
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  M
y h
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b
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こ
の
歌
が
出
た
昭
和
２
５
年
は
よ
う
や
く
食
え
る
か
飢
え
死
に
か
、
瀬
戸

際
に
ピ
り
を
打
っ
た
、
朝
鮮
動
乱
の
特
需
景
気
の
さ
中
で
あ
っ
た
。
巷
は
軍

国
復
活
キ
ャ
バ
レ
ー
が
氾
濫
し
て
い
た
。
だ
か
ら
高
級
す
ぎ
る
タ
ン
ゴ
調
で
、

悩
ま
し
く
、
お
ぞ
ま
し
く
。
ピ
カ
ピ
カ
の
赤
い
靴
な
ど
、
高
嶺
の
花
。 

歌
は
ま
だ
男
を
知
ら
な
い
う
ぶ
な
少
女
が
、
「
ど
う
だ
い
、
い
い
靴
だ
ろ

う
、
履
い
て
み
ん
か
？
」
と
悪
の
誘
い
に
か
か
る
。「
何
も
知
ら
な
い
乙
女
」

を
「
涙
し
ら
な
い
」
と
書
い
て
胸
と
き
め
か
す
。
昭
和
３
０
年
代
に
出
た
『
赤

線
地
帯
』
と
い
う
映
画
で
は
、
赤
い
靴
な
ら
ぬ
親
子
丼
の
旨
さ
に
驚
嘆
し
た

貧
農
出
の
子
が
そ
の
道
に
染
ま
る
誘
惑
の
第
一
歩
の
描
写
が
あ
る
。
月
を
見

て
も
自
分
の
境
遇
と
の
落
差
に
涙
す
る
純
真
ぶ
り
。
進
駐
軍
の
ダ
ン
ス
ホ
ー

ル
に
ぴ
っ
た
り
で
。 
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 ⑵  

な
ぜ
に
燃
え
立
つ 

赤
い
靴
よ 

 

君
を
想
う
て 

踊
る
タ
ン
ゴ 

 

旅
は
果
て
な
く 
山
越
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野
超
え
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踊
る
タ
ン
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春
は
ミ
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の
花
も
匂
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こ
の
赤
い
靴
は
持
ち
主
の
少
女
を
旅
役
者
の
よ
う
な
生
活
に
誘
い
込
ん

だ
。
当
時
や
た
ら
と
出
来
た
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
キ
ャ
バ
レ
ー
。
オ
ー
ル
ナ
イ

ト
で
ダ
ン
サ
ー
は
客
を
取
る
。
ク
リ
ス
マ
ス
期
に
は
郊
外
電
車
ま
で
オ
ー
ル

ナ
イ
ト
。
赤
い
靴
の
乙
女
も
求
め
ら
れ
る
ま
ま
ベ
ー
ス
か
ら
ベ
ー
ス
に
。
軍

国
キ
ャ
バ
レ
ー
か
ら
キ
ャ
バ
レ
ー
へ
。
こ
の
奇
妙
な
風
景
が
日
本
中
で
見
ら

れ
、
旅
芸
人
の
如
く
ダ
ン
サ
ー
た
ち
も
稼
ぎ
ま
わ
る
。
そ
ん
な
日
々
の
生
活
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で
は
毎
日
履
い
た
赤
い
靴
は
ど
う
な
る
の
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は
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靴
ほ
ど
悲
し
い
宿
命
を
背
負
っ
た
身
繕
い
道
具
は
な
い
。
ど
ん
な
に
好
か

れ
て
も
い
ず
れ
は
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
り
、
棄
て
ら
れ
る
運
命
に
あ
る…

…

。 

こ
の
赤
い
靴
も
愛
さ
れ
た
挙
句
に
ぼ
ろ
ぼ
ろ
。
何
と
、
国
内
に
い
る
恋
人
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を
振
り
捨
て
て
、
つ
ま
り
進
駐
軍
と
結
婚
し
て
船
に
乗
る
。
憧
れ
の
ハ
ワ
イ

航
路
か
も
し
れ
ぬ
。
ダ
ン
サ
ー
の
仕
事
に
さ
ら
ば
、
さ
ら
ば
。
赤
い
靴
は
出

船
と
共
に
、
捨
て
ら
れ
て
波
の
間
に
間
に
み
え
隠
れ…

沈
ん
で
い
く
。 

作
詞
者
は
西
条
八
十
。
君
は
早
稲
田
は
仏
文
の
教
授
で
ア
ル
チ
ュ
ー
ル
・

ラ
ン
ボ
ー
の
研
究
家
。
だ
の
に
、
よ
く
も
ま
あ
、
こ
こ
ま
で
女
の
一
生
を
見

事
に
描
け
た
も
の
だ
。
こ
ん
な
、
た
っ
た
十
数
行
の
詩
の
中
に
、
当
時
の
世

相
も
、
そ
れ
に
流
さ
れ
る
女
の
半
生
涯
も
一
緒
く
た
に
描
き
込
ん
だ
。
こ
の

才
能
。
八
十
君
は
や
は
り
天
才
と
い
う
ほ
か
な
い
、 
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